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埋蔵文化財

京北の古墳について

熊井　亮介

１．はじめに（図１・２、表１）

平成17年に京都市と合併した旧京北町

域（以下、京北地域と呼称する）には多数

の古墳が所在しており、その密度は府内で

も屈指と言われる。

現状、この地域では遺跡及びその候補地

が118箇所存在する。その中で古墳時代の

遺跡は約50箇所あり約半分近くを占め

る。特に古墳・古墳群は43箇所、総数は

235基を数える。今後の踏査によっても古

墳の数はさらに増加する可能性が極めて高

く、古墳時代の遺跡とその様相は京北地域

の地域史を復元するうえで欠かすことの出

来ない重要な要素といえる。

しかし、本地域の古墳・古墳群について

はほとんどのものが測量調査等も実施され

ておらず、発掘調査が実施され内容が判明

したものはごく一部にとどまる。近年では

龍谷大学が周山古墳群で継続的な調査を実

施しているものの、当地域内で測量・発掘

調査が実施された古墳は全体の５％に満た

ない１）。

埋蔵文化財の適切な保護・調査を行う上

で、把握と周知はその根幹となる。近年で

は、古墳や山城などの立体的な遺跡の分布

把握を行う上で赤色立体図が非常に有効で

あることが広く知られている。現在では、

各地の遺跡で測量が行われ、その成果が調

査等に活用されている。 

赤色立体図は、立入りや現地での作業が

困難な場所の測量、広範囲にわたる測量に

ついて大きなアドバンテージを発揮する。

ただし、その費用は高額になる事も多く、

範囲を限定して実施される事例も多い。

今回、文化財の調査以外の用途で作成さ

れた京北地域の赤色立体図及び測量データ

の存在を把握した。京北地域は山林が多

く、広域的な現地踏査が困難である。その

一方で、古墳という立体的な遺跡が数多く

所在する条件下にあり、赤色立体図による

検討は有効な手段と言える。

本稿では、主要な古墳（群）について赤

色立体図の提示及び情報の整理を行う。な

お、本稿の作成にあたり、関係各所の御協

力のもと立体図及び測量データの提供、使

京都市役所

京北

図１　京北の位置
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図２　京北地域の古墳時代の遺跡分布（１：60,000）
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表１　京北地域の古墳時代の遺跡一覧

図番号 遺跡地図 種類 種類 地区 備考
東山遺跡 散布地 周山 中期～後期の竪穴住建物を確認。
塔遺跡 集落跡 山国 後期の掘立柱建物跡とL字型の柵列を確認。
上中太田遺跡・上中遺跡 集落 弓削 前期・後期の竪穴建物などを確認。

周山古墳群 古墳 周山 方墳５基・円墳４。周山１号墳は前期末の首長墓。
折谷古墳群 古墳 周山 円墳19基。
折谷東古墳群 古墳 周山 円墳２基・方墳１基。
宮坂古墳 古墳 周山 円墳。
大年古墳群 古墳 周山 円墳６基。

のぼりお古墳 古墳 山国 円墳で無袖式横穴式石室を有する。古墳時代後期末。
鳥居古墳群 古墳 山国 円墳13基。

― 八幡神社古墳 古墳 山国 神社跡西側に新規古墳。鳥居古墳群に属する古墳か。
三明院古墳 古墳 山国 円墳。
塔村古墳群 古墳 山国 円墳２基。１号墳は無袖式の横案式石室を有する。
三宅谷古墳群 古墳 山国 円墳17基。うち16基は横穴式石室か。
院谷古墳群 古墳 山国 円墳４基。
愛宕山古墳群 古墳 山国 円墳５基・方墳１基。
比賀江古墳群 古墳 山国 円墳５基。
大野西古墳 古墳 山国 墳形不明。
大野古墳群 古墳 山国 円墳２基・方墳５基。
長池古墳群 古墳 山国 円墳７基。

― 霊願寺内古墳 古墳 山国 墳形不明。境内内に所在。
中江古墳群 古墳 山国 円墳28基・方墳４基。11号の西に新規古墳か。
野上古墳 古墳 山国 円墳・墳形不明１基づつ。
祖父江古墳群 古墳 山国 円墳３基。

しが田古墳群 古墳 弓削 円墳４基。
狭間谷古墳群 古墳 弓削 円墳２基。
筒江古墳群 古墳 弓削 円墳４基。
岩ケ鼻古墳群 古墳 弓削 円墳４基・前方後円墳１基。
出口古墳群 古墳 弓削 円墳７基。
五本松古墳 古墳 弓削 円墳。
塩田口古墳群 古墳 弓削 円墳４基。
塩田古墳群 古墳 弓削 円墳３基。
井崎古墳 古墳 弓削 円墳。
矢谷奥古墳群 古墳 弓削 円墳８基。
矢谷古墳群 古墳 弓削 円墳13基。
ふくながる古墳群 古墳 弓削 円墳２基。
鳥谷古墳群 古墳 弓削 円墳９基・方墳１基。
上中古墳群 古墳 弓削 円墳２基。
八幡宮裏山古墳群 古墳 弓削 円墳２基。
弾正古墳群 古墳 弓削 円墳４基。
宮の谷古墳群 古墳 弓削 円墳11基。
筒江夏路古墳群 古墳 弓削 円墳４基。

熊田古墳 古墳 他 円墳。
田貫東古墳 古墳 他 円墳。横穴式石室か。
白山古墳 古墳 他 直径の50ⅿとされるが規模縮小する可能性高い。
田貫古墳群 古墳 他 円墳２基。
長野古墳群 古墳 他 円墳２基。
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大きく弓削地区（弓削盆地）・山国地区（山

国盆地）・周山地区（弓削川と上桂川の合

流点付近）、そしてその3地区から外れた

ものをその他地域とした。

今回はこの区分案に基づいて、各地区の

いくつかの古墳（群）について、赤色立体

図を参考に検討を行う。なお、本稿で検討

の対象としたのは、主にこの地域の有力墓

と考えられる古墳およびその可能性が示唆

されているものである。具体的には、遺跡

地図や台帳などで前方後円墳の存在が想定

されていたものや、規模の大きなもの、そ

してこの地域では有力墓として方墳が築か

れていることから、方墳を含む古墳群をい

くつか抽出した。

３．古墳の概況

ここでは各地区の古墳の概況に触れると

ともに、立体図の状況を確認していきた

い。なお、文中では、京都府・京都市・京

北町の各遺跡地図に適宜触れる４）。

①周山地区

弓削川と上桂川の合流点付近にあたる。

基本的に両河川に挟まれた丘陵部に古墳が

分布する。この地区には5つの古墳・古墳

群が確認できる。総数は38基程で、墳形

別にみると方墳5基、円墳33基となる。こ

の中で時期などが判明するのは古墳時代前

期末に位置付けられる周山１号墳のみで、

ほかには折谷古墳群が横穴式石室を有する

後期古墳と想定されている程度である。

周山古墳群　この古墳群は9基からなる

古墳群である。内訳は方墳が５基、円墳が

用・公開の許可を頂いた２）。

２．京北地域の概要

京北地域は京都市役所から北西方向にお

よそ20㎞の場所に所在する。丹波高原内

に位置し、旧国では丹波国にあたる。

京北地域は山に囲まれた地域であり、狭

小な平野部しか有さない。しかしながら、

235基の古墳が確認されている。その理由

として、この地域が丹波・山城・近江・若

狭を結ぶ交通の要衝で、各地域の交流を考

えるうえで欠かすことの出来ない地域で

あったことが大きな要因と考えられる。

現在、想定されるルートとしては、①大

堰川を下り八木町を経て丹波国庁の所在す

る亀岡市を通り嵯峨野に至るもの、②上桂

川を遡上し花脊を経て近江国に至るもの、

③周山から北上して陸路で若狭国に至るも

の（周山街道）、④右京区梅ケ畑から峠を経

由し周山に至るもの、⑤大堰川を利用した

水運の4つの陸路と1つの水運路が想定さ

れている。

この地域の約9割は山林によって占めら

れており、その山林の中に上桂川と弓削川

という2つの河川によって形成された２つ

の細長い狭小な盆地（弓削盆地・山国盆

地）が存在する。上桂川と弓削川は、周山

古墳群の付近で合流して大堰川となり、亀

岡を経て京都市に至る。古墳の大多数はこ

の盆地に近接する丘陵斜面や尾根上に集中

する。

この地域の古墳時代の遺跡については、

河川や谷などの地形から大きく４つの地区

に分ける案を以前提示した３）。すなわち、
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図３　周山古墳群（１：2,500）　
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墳形不明が４基となる。弓削地区と比べる

と方墳が多い。

この地区の古墳は、上桂川の左岸および

右岸で大別でき、さらに右岸域のものは上

桂川からのびる谷単位で更に6つのグルー

プに細分できる可能性がある。

山国盆地に所在する古墳のうち、調査が

実施され、時期が判明するのは愛宕山古墳

のぼりお古墳の２基のみである。

愛宕山古墳は1981年に、小学校の地層

学習の授業中に生徒が遺物を発見したこと

で発見された６）。翌年に発掘調査が実施さ

れ、約20ｍの方墳であることが判明した。

埋葬施設は木棺直葬で、割竹形木棺の中か

ら３面の銅鏡、勾玉や管玉などの装身具、

鉄製の武器や工具が出土した。これらの出

土遺物から、前期末～中期初頭に造られた

古墳と考えられている。愛宕山古墳も、周

山1号墳と相前後する時期の首長墓と考え

られている。

のぼりお古墳は1992年に発掘調査が実

施された、横穴式石室を有する12ｍの円

墳である７）。墳丘及び石室は一定程度削平

されていたものの、石室から須恵器等が出

土しており、後期末に位置付けられてい

る。

今回、この地区の中では未調査だが方墳

を含む大野古墳群や長池古墳群、そして

『京北町遺跡地図』のなかで前方後円墳の

可能性が言及されている中江古墳群につい

て注目したい。

大野古墳群（図４）　『京都市遺跡地図』

では７基の古墳で構成される。うち５基は

方墳とされるが、残りの６・７号墳につい

ては半壊の表現となっている。

4基である。うち円墳4基については、京

都市遺跡地図では半壊表現となっている。

この中で京都市立京北小中学校敷地内で

保存されている１・２・４号墳については

部分的に発掘調査が実施されている５）。こ

の調査の結果、１号墳は埴輪や葺石を有す

る方墳で、南北は16.4m、東西は15.5mの

規模を有することが明らかになっている。

出土した埴輪から、前期末の年代が想定さ

れている。2号墳については葺石を有する

方墳で、東西が13mの規模を有すること

が判明した。１号墳については、現状では

京北地域で最古級の古墳と考えられてお

り、この地域の首長墓と評価されている。

赤色立体図で注目されるのは、５号墳で

ある。一辺12.5mほどの方墳とされるが、

『京都府遺跡地図』には葺石を有すると表

記される。近接して他の古墳は認められ

ず、周山古墳群の中では唯一、単独で立地

する古墳である。赤色立体図を見ると、５

号墳は丘陵間をつなぐ尾根上に立地し、古

墳の周辺には約20m四方の平坦面が巡る。

時期や規模、埋葬施設の詳細は不明だ

が、葺石を有する可能性がある点、方墳で

ある点、単独で分布する点は注目される。

②山国地区　

上桂川沿いの地域にあたる。古墳時代後

期の建物が確認されている塔遺跡の付近

は、南北に細長い山国盆地の中で平野部の

幅が最も広がる場所にあたり、その周囲の

の丘陵部に多くの古墳が分布する。

これまでに、15の古墳・古墳群が確認

されており、その総数は103基に上る。墳

形でみると、円墳が88基、方墳が11基、
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揃えて並ぶ配置や、主軸が異なる方墳が存

在する状況は周山１～４号墳の状況と類似

する点は注目される。

長池古墳群（図４）　『京都市遺跡地図』

では、円墳７基からなる古墳群とされ、

５・７号墳は他よりやや大きい●で表現さ

れている。

赤色立体図を参照すると、墳丘の外周部

が直線的であることから、２・５号墳につ

いては方墳の可能性が高い。

5号墳については一辺20mほどの規模

を有し、かつ1～４・６・７号墳の所在す

る尾根から派生する別の尾根に造られてい

る。現在は同一の古墳群として認識されて

いるが、時期等が異なる可能性がある。

赤色立体図を参照すると、『京都市遺跡

地図』の内容と概ね合致する。ただし、1

～3号墳は方墳と認識できるが、４・５号

墳については、判然としないものの１～3

号墳とは主軸の異なる方墳の可能性があ

る。

ここで注目されるのは、１～３号墳であ

る。いずれも辺を揃えるようにして並んで

おり、『京北町遺跡地図』によると規模は１

号墳が20m×17m、2号墳が23m×18m、

3号墳が一辺15m、4・5号墳は一辺が

10m前後とされる。

時期は不明だが、１・２号墳は京北地域

の首長墓とされる周山1号墳や愛宕山古墳

と同じく方墳で、規模も近い。また、辺を

Ü
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図４　大野古墳群・長池古墳群（１：10,000）

（赤色立体図）

（京都市遺跡地図）
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きる。これが24・25号墳と思われるが、

現状では方墳2基が近接しているのか、長

方形墳１基であるのかは不明瞭である。た

だし、くびれ部は認められず、前方後円墳

と認識することは困難である。

仮にこれを１基の長方形墳と捉えた場

合、長辺は25m前後となる。

26～28号墳　26号墳は約6mの方墳、

27号墳は約20m、28号墳は約15mほど

の円墳とされるが、各古墳について「つな

がる？」との記述がある。

赤色立体図を参照すると、墳形や規模な

どはおおむね合致すると思われる。この３

基は非常に近接しているものの、各古墳の

間には平坦面らしきものが確認でき、これ

により途切れており、現状では３基の古墳

が、一連の墳丘を有するとは考えにくい。

31号墳　約10mの円墳とされ、「前方

後円墳の可能性も？」との記述がある。

赤色立体図を確認すると、丘陵の頂部付

近に30・31号墳が近接して存在してい

る。うち、31号墳については、墳丘の南西

及び南東側に直線的な地形が存在すること

が確認できる。これが古墳に伴う造作であ

るのか、後世の改変であるかは不明だが、

少なくとも現状で前方後円墳の可能性を想

定することは難しい。

③弓削地区　

この地区は弓削川沿いの地域にあたる。

現在の京北五本松町から京北北上中町にか

けては、弓削川沿いに南北４ｋｍほどの平

野部が広がっており、それを取り囲む丘陵

部に古墳が多く分布する。18の古墳・古

墳群があり、その総数は87基に上る。墳

中江古墳群（図５）　『京都市遺跡地図』

では円墳28基、方墳4基の計32基からな

る古墳群とされる。ただし、いずれも半壊

の表現となっている。

今回は『京北町遺跡地図』のなかで、前

方後円（方）墳の可能性が言及されている

ものを見ていきたい。具体的には19・20

号墳、24・25号墳、26～28号墳、31号

墳である。同古墳群ではダブルマウンドを

有する古墳の存在が示唆されているもの

の、個別の測量図などは作成されておら

ず、その詳細は不明であった。以下、各古

墳の情報を整理していく。

19・20号墳　19号墳は約６ｍ、20号

墳は約20mの円墳とされ、19号墳は「同

20号墳の前方部か」、20号墳は「19号墳

は前方部か」と記述される。

赤色立体図を見ると、20号墳は墳丘が

良好に遺存しているが、21号墳は林道の

分岐点の東側に位置しており西半分は削平

を受けている。19号墳は小規模なためか

それ程明確ではない。細かく見ると、20号

墳の東側には平坦面が存在するが、その東

端部に小さな高まりが確認できる。位置関

係から、これが19号墳と思われる。

立体図を見る限り、19号墳と20号墳は

距離が若干離れており、かつ間に平坦面が

存在することから、現状では一連の墳丘で

あると認識することは困難である。

24・25号墳　24号墳は約25ｍ、25号

墳は約10ｍほどの方墳とされ、24号墳は

「同25号墳の後方部か？」、25号墳は「同

24号墳の前方部か？」との記述がある。

赤色立体図を見ると、盾形に林道が巡っ

ておりその中央に長方形の高まりが確認で
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図５　中江古墳群（上図のみ１：20,000）

（赤色立体図　24・25号墳付近アップ）
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確認できる。また、かろうじて４号墳の墳

丘が確認できる程度であり、全体的に遺存

状況が不良な状況が予想される。

『京北町遺跡地図』で前方後円墳の可能

性が示唆されているのは２号墳である。し

かし、赤色立体図からは墳丘の存在自体が

不明確な状況がうかがえ、前方後円墳の存

在は現状では認めがたい。

④その他

前述の３つの地区以外の場所に所在する

古墳は少数であり、かつ散在的な分布状況

にある。各古墳の詳細も不明であり、地域

区分が難しい。そこで、便宜的にそれらを

まとめてその他地域とする。

形でみると、円墳が85基、方墳が１基、前

方後円墳の可能性のあるものが1基ある。

この地区の古墳は弓削川の右岸と左岸で

大別でき、さらに谷等の単位で計7つのグ

ループに細分できる可能性がある。弓削地

区の古墳で時期が判明するのは、鳥谷4号

墳のみである。ここでは、岩ケ鼻古墳群に

注目したい。

岩ケ鼻古墳群（図６）　円墳４基、前方後

円墳１基の計５基からなる古墳群とされ

る。ただし、『京都市遺跡地図』上の表現は

円墳５基となっており、うち１・２号墳は

半壊の表現になっている。

赤色立体図を参照すると、南側を中心に

後世の人為的な土地改変と思われる区画を

１
2

3
4

5

０ 100ｍ

Ü

0 10 20 30 405

０ 100ｍ

図６　岩ケ鼻古墳群（１：20,000）
（京都市遺跡地図） （赤色立体図）
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改変を受けており、耕作地や宅地、道路が

確認できる。また、古墳の南側には、近接

して白山神社が築かれている。

比較的遺存状況が良好な東側の状況を立

体図や現地で確認すると、墳丘の中ほどで

傾斜変換点が確認できる。これを古墳本来

の形態を保っていると考えるならば、2段

築成の円墳の可能性が想起される。２段目

の規模は約20mである。

しかし、白山神社付近の崖面では露出し

た岩盤らしき礫塊が確認できる。その、お

およそその高さは古墳の下段部に該当す

る。これを踏まえると、現状で断定はでき

ないものの、白山古墳は岩盤の上に築かれ

た20m前後の円墳の可能性が想定できる。

４．京北町域の古墳の特徴と評価

ⅰ）特徴

以上、抽出した京北地域の各古墳（群）

について赤色立体図から検討を行った。

いずれの古墳も、弓削・山国盆地とは接

しない場所に分布しており、その総数は

10基である。

なお、京都市域からは外れるが、京北町

から亀岡市に至るルート上に所在する神吉

盆地（南丹市）も、同様の立地・分布状況

と考えられることから、この地区に加えて

いる。なお、神吉盆地ではこれまでに3基

の古墳が確認されている。なかでも、塚本

古墳は発掘調査が実施され、古墳時代中期

後葉に位置付けられる一辺30ｍほどの方

墳であことが判明している８）。古墳の周り

には二重の周溝が確認されており、埴輪を

有する。埋葬施設については削平されてお

り情報はないが、有力墓として注目され

る。

白山古墳（図７）　白山神社の北側に所

在する円墳である。『京北町遺跡地図』によ

ると直径50mで高さ6ｍの規模を有し、墳

頂部に石材散乱との記述がある。

赤色立体図を参照すると、周辺は後世の

Ü

0 10 20 30 405
����

100ｍ０100ｍ０

図７　白山古墳（１：2,500）
（京都市遺跡地図）（赤色立体図）
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で本地域では確認できない。以上の点か

ら、現状は周山1号墳や愛宕山古墳が本地

域の首長墓とする評価は一定の妥当性を有

すると思われる。

５点目は群集墳と思われる円墳が多量に

存在すること、６点目は調査された後期古

墳は6世紀末から7世紀代のものであるこ

とである。

以上、現状の知見に基づいて6つの特徴

を抽出した。

ⅱ）評価

以上の京北地域の古墳の特徴から、どの

ような様相が読み取れるのだろうか。

まず、京北地域は地理的に京都盆地や亀

岡盆地などに至るルートを有しているもの

の、森林によって隔てられており、独立し

た一つの地域として認識できる。

しかしながら、この地域に分布する古墳

の数自体は多いものの、当地域内のみで弥

生時代～古墳時代への墳墓の変遷や古墳時

代における変遷も追えず、全時期を通して

ダブルマウンドが確認できない。いわば

「欠如」とも言うべき状況が強く見受けら

れる。

これは、京北地域がどのような関係性で

あるかは別として、周辺の有力地域に付随

する地域であった可能性を示唆しているも

のと考えられる。京北地域は丹波国に含ま

れることや、位置関係、動向を踏まえると、

周辺域における古墳時代の中心地は亀岡・

園部（口丹波）にある。京北地域はいわゆ

る口丹波の勢力圏に含まれていたと考えた

い。

冒頭でも触れたように、圧倒的に基礎資

料が不足していると言わざるを得ない。し

かし、将来的な検討の叩き台として、現段

階における本地域の古墳の特徴をまとめて

おきたい。前節では、各地区の古墳の概況

を述べてきたが、それを統合すると次の６

点となる。

まず、１点目は古墳の出現が遅れるこ

と、2点目は古墳時代前・中期に遡る古墳

が少ないことである。

現在、京北地域で最古級の古墳は古墳時

代前期末から中期前葉にかけて築かれた周

山1号墳と愛宕山古墳で、中期以前に遡る

ものはこの２基のみである。隣接した地域

では、京都盆地（乙訓）で古墳時代前期初

頭に五塚原古墳が築かれて以降、古墳時代

を通じて古墳の造営が確認できる。口丹波

（園部）では五塚原古墳と近接した時期に

黒田古墳が築かれるが、その後に中畷古墳

や園部垣内古墳が築かれるている。これら

に比べると、京北地域での古墳の出現はや

や遅れると言わざるを得ない。

３点目は、首長墓として方墳が造営され

ていること、4点目は現時点で前方後円墳

や前方後方墳といったダブルマウントの古

墳が認められないことである。

繰り返しになるが、京北地域で発掘調査

によって実態が明らかになった古墳は限ら

れる。その中で、周山1号墳や愛宕山古墳

は数少ない古墳時代中期以前に遡る古墳で

あり、首長墓との評価がなされている９）。

丹波地域のうち大堰川流域・由良川流域は

古墳時代中期に有力墓として方墳が卓越す

る地域である。また、本稿でも触れたよう

に、墳形・規模の面で突出した古墳は現状
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する点について外来的な要素が伺える。し

かし、規模が近い古墳が近接して所在して

おり群をなす点、長方形墳である点は在地

的要素と考えられ、折衷的な状況がうかが

える。

愛宕山古墳は、葺石や埴輪は有さない

点、長方形墳に復元できる点は在地的要素

が認められる。しかし、割竹形木棺や副葬

品目等からは外来的要素が伺え、この古墳

についても折衷的な状況である。

参考として、その他地域で触れた塚本古

墳にも触れておく。塚本古墳は古墳時代中

期後葉に位置付けられる一辺30ｍほどの

方墳である。古墳の周りには二重の周溝が

確認されてており、造出、埴輪が確認され

ている。先述の2基とは時期が異なるた

め、一概に比較はできないが、外来的な要

素を強く有する。

首長墓の様相に着目すると、南丹波では

古墳時代前期～中期初頭に折衷的な要素の

古墳があり、前期後葉以降は外来的要素が

顕著となっていくようである。

墳形に着目すると、北丹波・南丹波では

共に前方後円墳が作られ、それに続く段階

でそれぞれ方墳が造営されている。

北丹波では前方後円墳ながら折衷的様相

を示す広峯15号墳が造営され、その後に

外来的要素の顕著な方墳である聖塚・菖蒲

塚古墳が造られる。

これに対して、南丹波では前方後円墳な

がら折衷的様相を示す黒田古墳がまず築か

れ、その後に外来的要素が顕著な園部垣内

古墳が造営され、その後に周山1号墳や愛

宕山古墳が造られる。この2基の方墳につ

いては折衷的な様相を示す。

５．周山1号墳と愛宕山古墳

以上、ここまで京北地域の古墳の概況に

ついて述べた。最後に、周山１号墳と愛宕

山古墳（図８）の丹波内での位置づけに触

れておきたい。

丹波地域では、前方後円墳や前方後方

墳、円墳、方墳が存在するが、特に古墳時

代中期を中心に方墳が卓越する地域として

知られている。

北丹波の古墳については、大きく①畿内

型（段築・葺石・埴輪・豊富な副葬品）、②

準畿内型（前方後円墳ながら小規模）、③在

地型（弥生時代の墓制を踏襲）という３つ

の視点から理解しようとする試みがなされ

ている 10）。今回はこのような視点から周山

1号墳と愛宕山古墳について考えてみたい
11）。

なお、指標の詳細については、京北の地

域性なども踏まえて検討すべきものであ

る。しかし、現状ではそこまで踏み込んだ

議論ができるほどの基礎資料の蓄積はな

い。そこで、今回は以下の点を基準に、外

来・在地的要素という視点から考えたい。

＜外来的要素＞

�前方後円（方）墳、造出、外表施設（葺

石、段築、埴輪）、竪穴式石槨、割竹形木

棺、粘土槨、　副葬品（品目）、正方形墳

など

＜在地的要素＞

�長方形墳、舟底状木棺、箱式石棺、同規

模の墳墓が集まり墓域を形成

周山1号墳については、葺石や埴輪を有
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その背景として、京北地域が交通の要衝

であったことが考えられる。ただし、京北

地域の古墳の動向に「欠如」がみられるこ

とは、この地域の重要性は各時期における

各地域間の関係性、つまり主要ルートの変

化を反映している可能性もある。今後の検

討課題の一つとしたい。

前方後円墳の後に方墳が造営されるとい

う共通の変化はあるものの、その内実は異

なる。これは地域的な背景、被葬者の階層

などに起因する可能性が想定される。

南丹波での古墳の動向を見る限り、周山

１号墳や愛宕山古墳は園部垣内古墳の下位

に位置付けられる首長墓として造営された

ものと考えられる。
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会年報』27　日本考古学協会　1976

	� 辻川哲朗「丹波・周山1号墳出土埴輪につい
て」『同志社大学歴史資料館館報』第16号

熊
く ま い

井　亮
りょうすけ

介（文化財保護課　文化財保護技師（埋蔵文化財担当））
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